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ハイブリッド自動車（HEV）は内燃機関と電気モーターからなる二つの動力源で走行し、減速時には回生ブレ
ーキでエネルギーを回生する。このようにエネルギーが複雑に入出力するHEVを効率良く走行させるには、
この二つの動力源と回生ブレーキとを総合的に制御し最適に組み合わせる必要がある。しかし、膨大な計算
量をリアルタイムに処理しなければならず車載のコンピュータでは困難だった。この問題の解決に、制御対象
のエネルギー収支に着目する「エネルギー最適制御理論」（EOC）を適用した第１報に続き、本研究では無段
変速機（CVT）をもつHEVにもEOCを適用してエンジンとモーターの最適速度比の概念を提案している。この
ことでCVTをもつHEVの制御に新たな可能性を示し、さらなる効率の向上への貢献が期待できる。
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